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はじめに 

 

東北地方は自動車産業、国内第 3 の集積基地として、今後の日本の自動車産業を支える地域に

なると期待されていたが、東日本大震災により、部品等の供給遅延や操業の再開の遅れなどによ

り他地域、海外等への付け替えが懸念されています。東北地域の復興、復旧には地域を支える産

業が不可欠であり、集積の進んでいた自動車関連産業を維持発展させ、東北地方の基幹産業とし

ての地位を確立することが望まれています。宮城県では、自動車関連産業や高度電子機械産業等

の企業誘致活動を展開するとともに、地元企業の取引拡大等に向けた支援を行うなど、 更なる産

業集積を図る計画を予定しています。 

 

本事業では、宮城県の産業界、教育機関、行政機関等が連携し、また、他の地域の専門学校、

企業、業界団体の協力を得て、東北地域の産業復興を担う自動車組込みエンジニアの育成のため

の研究、実証を行いました。東北地域の自動車組込みエンジニア育成にあたり産業界のニーズや

復興・復旧に必要な能力等を踏まえた教育カリキュラムの開発及び既存の教育教材をカスタマイ

ズして活用し、また、他地域の専門学校、企業等からの講師派遣の支援を受けて自動車組込みエ

ンジニア育成講座を実施しました。本書は、事業の実績を取りまとめたものです。 

 

本事業の成果が東北の復興のため、組込み産業人材の育成に役立つことを願っております。

また、研究・開発、講座実施の過程でご協力をいただいた皆様に深く感謝いたします。 

 

最後に東日本大震災で被災された皆様の一日も早い生活の再建、復旧、復興を祈念いたしま

す。 
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第１章 プロジェクト概要 

 

■事業の概要 

事業の概要では、本校が平成２３年度文部科学省 東日本大震災からの復旧・復興を担う専

門人材育成支援事業「東北の復興を担う自動車組込みエンジニア育成支援プロジェクト」の事

業計画から概要をまとめる。 

 

○事業名：「東北の復興を担う自動車組込みエンジニア育成支援プロジェクト」 

 

○事業区分：「平成２３年度文部科学省  

東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成支援事業」 

 

○事業の概要： 

東北地方は、自動車産業の集積が進み国内第 3 の拠点として、その役割を期待され

ている。本事業は、産学官が連携し、今後の東北地方自動車組込み産業における復興

の即戦力となる人材育成のための講座を開設・実施する。実施にあたり、産学官によ

る推進協議会を組織し、被災地の人材ニーズを把握するとともにこれまでの教育プロ

グラムをカスタマイズして、学生や離職者の学び直し等に対応した教育カリキュラム

開発を行う。講座実施運営において不足が見込まれる教員について、被災地域以外の

地域で教員育成を行い、教員を被災地域に派遣する支援を行なう。また、他地域にあ

る企業、専門学校等の協力支援を要請し、講座の円滑な運営を図り、東北産業界への

人材の供給を推進する。 
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■事業内容の説明 

○事業の目標等 

東北地方は自動車産業、国内第 3 の集積基地として、今後の日本の自動車産業を支える地

域になると期待されていたが、東日本大震災により、部品等の供給遅延や操業の再開の遅れ

などにより他地域、海外等への付け替えが懸念されている。東北地域の復興、復旧には地域

を支える産業が不可欠であり、集積の進んでいた自動車関連産業を維持発展させ、東北地方

の基幹産業としての地位を確立することが望まれている。宮城県では、自動車関連産業や高

度電子機械産業等の企業誘致活動を展開するとともに、地元企業の取引拡大等に向けた支援

を行うなど、 更なる産業集積を図る計画を予定している。 

 

 自動車を動かすことが目的であった電子制御は、高度化・複雑化が進展し、安全を確保す

るシステムへと転換している。駆動系、制動系、電装系の各システムがそれぞれ独立して動

く仕組みから各システムがネットワークで高度に連携するシステムの研究開発が進み、エア

バッグやシートベルトなどの電気制御された安全システムは、自動車を自動的に調整・変更

し、事故の回避や事故が起こったときのリスクを最小限に抑える仕組みが構築されている。

また、通信システムの高度化に伴い、自動車内での外部情報取得、自動車の走行記録や位置

等の情報収集などクラウド上での双方向のやり取りが実現し、連携したシステムの開発が実

用化されている。更に電気自動車の発展は、自動車組込みシステムの進展を加速させ、複雑

化、高度化したプログラムの開発やインターネットとの融合する技術が必要である。 

 

 東北地域の復旧、復興のためには自動車関連産業や高度電子機械産業等の高度化・複雑化

した電子制御技術に対応した人材の育成が重要であり、かつ急務である。 

 本事業では、宮城県の産業界、教育機関、行政機関等が連携し、また、他の地域の専門学

校、企業、業界団体の協力を得て、東北地域の産業復興を担う自動車組込みエンジニアの育

成を実施する。育成にあたり産業界のニーズや復興・復旧に必要な能力等を踏まえた教育カ

リキュラムの開発及び既存の教育教材をカスタマイズして活用し、また、他地域の専門学校、

企業等からの講師派遣の支援を受けて自動車組込みエンジニア育成講座を実施する。自動車

組込みエンジニア育成により、東北地域の産業の復旧・復興を支援・推進する。 
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○教育プログラム開発の内容 

●開発の概要 

 本事業では、自動車組込みエンジニア育成のための教育カリキュラム、教材及び教

員用指導書を開発する。開発に当たっては、宮城県自動車産業振興室、他地域の自動

車組み込み関連企業・専門学校により開発分科会を組織し、平成 20年度文部科学省委

託「自動車組込み技術者育成による再チャレンジ支援プロジェクト」平成 21 年度文部

科学省委託「車載システムのモデルベース開発技術者育成のための教育プログラム開

発プロジェクト」等の成果物を活用し、東北地域の復興・復旧に必要な人材等の付加

を検討する。 

 

■調査 

目的：東北地域の復旧・復興に必要な自動車組込みエンジニアの知識、技術、能力を

明らかにし、教育プログラムの開発に活用する 

対象：宮城県内の自動車組込み関連企業 １０社程度 

実施時期：平成２４年１月 

実施方法：視察及びヒアリング 

 

■教育カリキュラム 

 東北地域の産業界のニーズや復興・復旧に必要な人材等を踏まえた教育カリキュラ

ムを開発する。 

 

■教材 

 平成 20年度文部科学省委託「自動車組込み技術者育成による再チャレンジ支援プロ

ジェクト」平成 21年度文部科学省委託「車載システムのモデルベース開発技術者育成

のための教育プログラム開発プロジェクト」等の成果物を活用し、60 時間程度の講座

に対応したカスタマイズを行う。また、高度化・複雑化等に伴い必要になる知識技術

を付加した教材を開発する。 

 

■教員用指導書 

 自動車組込みエンジニア育成講座運営を行なう教員育成のための教員向け指導書を

解発する。開発した指導書の用いて、東京、名古屋、大阪において教員の育成を行い、

東北地域に派遣し、講座実施を行なうこととする。 
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○地域の人材ニーズの状況、事業の必要性等 

宮城県のものづくり産業は、沿岸部を中心に甚大な被害を受け、また、産業集積の

中核をなす自動車関連産業や高度電子機械産業においては、地震による直接的被害と

サプライチェーンの分断の影響により、震災以前の取引関係を維持することが困難な

状況にある。このため、早急に生産活動を震災以前の水準に戻すことが必要不可欠で

あり、早期復興に向けた支援や自動車関連産業等の更なる誘致を進めるとともに、次

代を担う新たな産業の集積・振興等を図り、地域特性を活かしたものづくり産業のグ

ランドデザインを再構築することが重要である。 

 

 震災後の宮城の復興を実現し、持続可能な地域社会をつくっていくために何より必

要なのは、復興・復旧を担う人材の育成である。宮城県では、自動車関連産業や高度

電子機械産業等の企業誘致活動を展開するとともに、地元企業の取引拡大等に向けた

支援を行うなど、 更なる産業集積を図り、自動車組込み産業等を維持発展させ、東北

地方の基幹産業としての地位を確立することが望まれている。 

    東北地域の復興・復旧、産業の維持発展においては、電子制御の高度な技術を有す

る自動車組込み技術者の育成及び東北地域の産業界への人材供給が重要であり、かつ

急務である。 

 

 

○実証講座等の内容 

■教員養成研修会 

目的：他地域の専門学校教員を対象に自動車組込み技術の研修会を行い、指導ので

きる教員の育成を行う。 

受講者：東京、名古屋、大阪の各地域 専門学校教員 10 名程度 

講座開催地：東京、名古屋、大阪の 3箇所で開催 

研修時間数：５時間×４日間（２０時間程度） 

開設時期：平成２４年２月中 

講師：協力企業からの講師派遣により実施する。 

 

■自動車組込みエンジニア養成講座 

目的：東北地域の自動車組込み産業の復旧・復興を担う自動車組込みエンジニアの

育成を目指す。 

受講者：宮城県内専門学校等３箇所 各２０名程度 

講座開催地：本校および宮城県内の協力教育機関 計３箇所程度 

講座時間数：５時間×１２日間（６０時間程度） 
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開設時期：平成２４年３月 

講師：協力専門学校・企業から講師を派遣し実施する。 

 

○成果の普及・平成２４年度以降の事業展開の予定 

本事業の成果普及のため、宮城県および東北地域の企業、教育機関を対象に成果報告会

を開催する。また、広く成果の普及を図るため、組込み系学科を設置する全国の専門学校

へ成果物を配布し、活用を促進する。更にインターネット上にホームページを作成し成果

を公開することにより、多くの企業、教育機関、地域への本事業成果の普及を図る。 

 平成２４年度以降は、本事業の成果をもとに本校へ講座を展開するとともに、宮城県内

の教育機関にも講座実施を検討いただき、自動車組込みエンジニアの育成および東北地域

の産業復興を推進する。また、協力いただいた他地域の専門学校等で成果を活用いただき、

多くの地域での自動車組込みエンジニア育成を推進するとともに、行政の支援を受け更な

る研究および人材育成を通して、東北地域の復旧・復興に貢献する予定である。 

 

 

○事業のスケジュール 

初旬 上旬 中旬 下旬 末 初旬 上旬 中旬 下旬 末 初旬 上旬 中旬 下旬 末

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

調査

３月

開発

実証講座

協議会

講座運営分科会

１月 ２月

成果発表会

開発分科会

協力者会議

教員研修会
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○事業実施体制 

   推進協議会の構成 

宮城県経済商工観光部　産業人材対
策課

林　毅 助言 宮城県

調査／開発支援

今野　基 講座支援

與那嶺　尚弘

白田　正樹株式会社アベールジャパン

仙台高等専門学校

東北電子専門学校 佐藤　公一

助言

宮城県

宮城県

トライポッドワークス株式会社 渋谷　義博

吉岡　正勝

組織名 代表者 役割等

講座支援

宮城県自動車産業振興室

宮城県産業技術総合センター

代表

伊藤　俊

幸田　和明

宮城県黒川高等学校

花壇自動車大学校

宮城県工業高等学校

有限会社ザ・ライスマウンド

今井　和彦

前田　晋佑

宮城県助言

宮城県

講座実施

講座実施

東京都開発支援／講座運営支援

宮城県

宮城県

宮城県

宮城県

宮城県

調査／開発支援

講座支援 宮城県

都道府県

東北電子専門学校 今野　幸信 副代表 宮城県

宮城県米谷工業高等学校 佐々木　郁夫

 

 

 

開発分科会 

有限会社ザ・ライスマウンド 吉岡　正勝 開発支援／講座運営支援 東京都

株式会社エスワイシステム 伊藤　政光 開発 愛知県

株式会社ヴィッツ 服部　博行 開発 愛知県

株式会社アベールジャパン 白田　正樹 調査／開発 宮城県

名古屋工学院専門学校 村岡　好久 調査／開発支援 愛知県

役割等 都道府県

東北電子専門学校 坂藤　健 委員長 宮城県

組織名 代表者

 

 

講座運営分科会 

講座運営支援

東京都

宮城県

講座運営支援

講座実施

坂藤　健

吉岡　正勝

東北電子専門学校

與那嶺　尚弘

花壇自動車大学校 小野寺　敬司

宮城県

愛知県

講座運営支援

委員長 宮城県

愛知県

役割等 都道府県

講座実施

代表者

名古屋工学院専門学校 村岡　好久

株式会社エスワイシステム 伊藤　政光

有限会社ザ・ライスマウンド

組織名

仙台高等専門学校
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事業実施協力専修学校・企業・団体等 

開発支援／講座支援 東京都

都道府県

浜松情報専門学校 岡田　靖志

名古屋工学院専門学校 村岡　好久 愛知県

開発支援／講座支援

開発支援／講座支援

代表者

一般社団法人全国専門学校情報教育
協会

日本電子専門学校 古賀　稔邦

静岡県

開発支援／講座支援 東京都

役割等

有限会社ザ・ライスマウンド 吉岡　正勝

東京都

開発支援／講座支援 東京都

開発支援／講座支援 東京都柴原　健次

開発支援／講座支援飯塚　正成

イーソル株式会社

日本工学院専門学校 石川　浩

組織名

開発支援／講座支援 愛知県

開発支援／講座支援 愛知県

開発支援／講座支援 宮城県

株式会社アフレル 小林  靖英 開発支援／講座支援 東京都

キャリオ技研株式会社 富田  茂 開発支援／講座支援 愛知県

株式会社エスワイシステム 伊藤　政光

株式会社ヴィッツ 服部　博行

大阪工業技術専門学校

カストマシステム株式会社 羽曽部

村上　登昭 開発支援／講座支援 大阪府

 

 

事業の推進体制 
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■事業の経緯 

○事業の経緯 

本事業の推進に当たっては、推進協議会では事業進捗管理および予算執行管理を

行い、具体的な作業に関しては、分科会が起案し、推進協議会に諮る事とした。ま

た、実施委員長と各分科会の委員長および開発担当者による打合せを行い方向性等

の確認を実施した。 

 

○委員会 

・推進協議会 

平成２４年２月３日（金） 

東北電子専門学校（宮城県） 

事業概要の説明、役割分担調整、事業スケジュールの確認、講座概要調整、教材

開発の方針決定、教材開発、講座実施などについて、概要を確認し、事業は各担

当者により推進し、連絡調整することとした。。 

 

・推進協議会、開発、講座運営、協力者合同委員会 

平成２４年３月２日（金） 

ホテルＪＡＬシティ仙台（宮城県） 

講座実施内容、教材開発、指導書開発についての進捗報告及び検討した。 

成果報告会の実施についての調整を実施した。 

 

   ・推進協議会、開発、講座運営、協力者合同委員会 

平成２４年３月２３日（金） 

東北電子専門学校（宮城県） 

成果報告会の実施報告および成果物最終版の確認。 

協力専門学校での今後の活用について確認と調整 

今年度プロジェクトの課題および来年度以降の活動について検討 
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第２章 調査 
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第２章 調査 

 

本事業では、東北地方の自動車産業及び自動車組込み産業について、参加企業、団体等からの

資料提供、インターネット及び文献等により、大震災からの復旧・復興に必要な自動車組込み技

術者についてのニーズ調査を行った。 

 

■自動車組込み産業 

近年、自動車には多くの「ECU（Electronic Control Unit：電子制御装置）」が搭載されるよう

になり、それらがネットワークに接続されて互いに制御情報を通信することで、より高度な機能

を実現している。 

   自動車の電子制御化が進むに従って、さまざまなニーズが生まれている。 

   １ ECU 数の増加に伴う、車載ネットワークの通信量の増加、複雑化への対応 

２ 商品性の向上、システムの最適化、コスト削減のための統合的な協調制御 

３ 機能や性能の向上のための X-by-Wire システムへの移行 

 

これまで、各 ECU は個別に機能分担されて制御されていた。しかし、近年はさらなる商品性

の向上、システムの最適化、コスト削減のため、分散配置された ECU 同士がネットワークを介

することで車両を統合的に協調制御するシステムが求められている。 

X-by-Wire は、機械的な伝達機構で動作している自動車の操作部分をエレクトロニクス部品に

置き換える、自動車の構造そのものを根本的に変える技術である。操作部分とアクチュエータを

電気的に接続すれば済むため、機械的な部品が大幅に削減され、自動車の設計やレイアウトの自

由度は大幅に高まる。例えば、X-by-Wire がステアリングやブレーキに導入された場合、コラム

シャフト、油圧機構、パーキング用のケーブルなどの伝達機構が必要なくなる。また、これらを

電子制御化することにより、他機構との統合制御に組み込むことがより簡単になり、安全性や快

適性の大幅な向上が期待できる。 
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●車載ネットワーク技術の分類 

 

●自動車組込みのフレームワークの全体像 
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■宮城県の自動車産業 

宮城県では、関東自動車工業㈱岩手工場の増産の動き等に対応して、平成１８年５月、「みや

ぎ自動車産業振興みやぎ自動車産業振興協議会」を立ち上げ、地元企業の自動車産業への新規参

入と取引拡大の取組を開始した。 平成２３年１月にはセントラル自動車㈱が宮城県大衡村の新工

場で生産を開始し、初の宮城県産自動車が誕生した。  

平成２３年３月１１日の東日本大震災により宮城県の自動車産業は大きな被害を受けたが、企

業自身の必死の努力に加え、地域の企業間、グループ企業間の支え合いにより、比較的早期に復

旧を果たしている。  

平成２３年７月には、トヨタ自動車㈱による東北復興支援が発表され、関東自動車工業㈱、セ

ントラル自動車㈱及びトヨタ自動車東北㈱のトヨタグループ３社の統合、トヨタ自動車東北㈱の

エンジン工場新設、小型ＨＶ自動車「アクア」の東北での生産、さらには人材育成のための企業

内訓練校の新設など、モノづくり、人づくりを通じた東北への復興支援が、かつてない規模とス

ピードで進展している。  

また、平成２３年１０月には統合後の社名を「トヨタ自動車東日本㈱」とすること、１２月に

は本社を宮城県大衡村に置くことなどが発表された。新会社は、「世界Ｎｏ１の魅力あるコンパク

ト車の提供」を目指し、特に「地域と一体となったモノづくり」を当面の重点施策の一つとして

掲げ、「東北現調化センター」の新設や「技術センター東北」の体制強化を打ち出している。 こ

れらの動きは、自動車産業への新規参入や取引拡大を目指す地元企業にとって、発展のチャンス

であり、数多くの参入を通じた自動車産業の振興、震災からの復興の加速が求められている。そ

のため、これまでの取組を踏まえ、地元企業の自動車産業への参入を更に加速させ、自動車産業

が東日本大震災からの復興の牽引役となり、宮城県の再生と更なる発展の原動力となることが望

まれている。 

 

○現状と課題  

（１）県内企業の自動車産業への参入状況 

平成２３年の宮城県調査によれば、県内の製造業２７５社（みやぎ自動車産業振興みや

ぎ自動車産業振興協議会会員企業２６１社、非会員企業１４社）のうち、自動車産業に参

入している企業（製造業）は、１８３社（６７％）となっている。（参入企業には、稼働

中の立地企業を含む。） １８３社の規模については、資本金で３千万円以下が５４％、従

業員数で５０人以下が４４％を占めている。  

参入分野は電装品、機械加工、自動機、樹脂成形、金型・冶工具、表面処理、プレス、

製缶・板金、鋳造、ダイカスト、鍛造、縫製・皮革、ゴム成型などの順となっている。 取

引の相手方としては、古くから県内に立地している大手自動車部品メーカーが多く、全体

の３分の１を占めている。  

⇒ 近年立地が進むトヨタ系企業との取引は多くない。  



 22 

（２）これまでの取組  

みやぎ自動車産業振興協議会等により、これまで展示商談会、取引あっせん等の「マッ

チング」、自動車部品研修、生産現場改善等の「レベルアップ」、各種セミナー開催等の

「情報提供」を中心に、地元企業の自動車産業参入に向けた取組が展開されている。 生産

設備等を中心に参入を果たした例、競争的資金を獲得し新技術の開発により参入を果たし

た例も出てきている。  

⇒ 自動車の量産部品での参入はまだ一部にとどまっている。 

 

○技術力向上  

宮城県の企業が自動車産業に参入するために必要とされるＱＣＤ力（Quality、Cost、Delivery）を高

めるための「生産現場改善」、自動車の基本を学ぶ「自動車部品研修」などを実施している。 これまで、

生産現場改善事業への参加企業はのべ４３社に上り、改善の考え方の理解・意識の向上や生産性向

上等の成果が報告されている。  

また、産業技術総合センターが実施する自動車部品研修には、これまでのべ７４社が参加し、自動

車の機能及び構造の理解と、自社技術を活用しての新提案の検討支援を実施している。 併せて、研

修と連動し、経済産業省の戦略的基盤技術高度化支援事業（通称サポイン）等の競争的資金獲得に

向けた申請支援も実施しており、これら競争的資金の獲得が、自動車産業への参入につながった事例

も出てきており、平成２３年度新規事業として「新技術・新工法研究開発促進事業」を立ち上げ、こうし

た動きを後押ししている。  

 

○情報提供  

自動車業界の商習慣などを学ぶための各種セミナーが開催され、自動車産業参入に向けた機運の

高まり等の効果を上げている。みやぎ自動車産業振興協議会の会員数も設立時の１６６社・団体から

平成２４年２月時点では４８７社・団体と約３倍に増加した。  

・各種セミナー H18～H２３年度 14回開催（参加者計 約1500名）  

生産改善事例、ＴＰＳ、原価管理、品質管理、生産管理、安全管理等をテーマに講演、セミナーを開

催した。  

・ホームページ運営、メールマガジンの発行  

みやぎ自動車産業振興協議会事業のほか、国、大学、関連団体等の各種情報をタイムリーに提供。

メールマガジンを50通／年程度発行した。  
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○みやぎ自動車産業振興協議会会員数の推移（社・団体）  

 

 

○人材育成  

開発系人材の育成を目指し、大学・高等専門学校等の学生を対象に「みやぎカーインテリジ

ェント人材育成センター」を設立・運営している。  

平成１９年度から平成２２年度までの４年間で、４６５人の学生が受講し、自動車関連企業

への就職者数も４１名に達している。  

（カリキュラム）  

B 共通分野（自動車の生産・開発、自動車の機能・構造、業界研究）  

自動車開発の基礎知識を身につけた技術者の育成を目標に、自動車の重要テーマ全般を

学ぶ。  

Ｃ ＣＡＥ分野  

ＣＡＥによる改善提案の考え方を身につけた技術者の育成を目標に理論と手法を学ぶ。  

Ｅ 電子制御分野  

組込みシステムの先端知識とソフト・ハード両面からの最適な開発手法を身につけた技

術者の育成を目標に、理論と手法を学ぶ。 
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○量産部品での参入があまり進まなかった要因解析  

ア 売り込み方が分からない  

多くの地元企業は自動車産業の経験が尐ないため、どの自動車部品に自社技術が活用

できるか、自動車分野から見た自社技術の強みは何か、どこに売り込んだらいいのか、

自動車メーカー側のニーズは何か等、売り込んでいく際の状況分析とターゲッティン

グに課題がある。  

そのため、「自分を知る取組」と「相手を知る取組」を同時に強化する必要がある。

前者については、アドバイザーによる企業訪問を中心とした地元企業の強みを見出す

活動を軸に、後者については、サプライチェーン調査やセミナー、逆展示商談会の開

催など情報の収集、相手方との関係深化、地元企業との接点づくりに努める必要があ

る。  

イ 見積で高いと言われる  

技術提案をし、見積を提出してもコストで折り合わないことが多い。また、どこでコ

スト差が生じているか分からないという課題がある。  

そのため、自動車業界の商習慣を学ぶためのセミナーの開催を継続するとともに、コ

スト削減に向けた生産現場改善等の取組を強化していく必要がある。  

ウ ニーズに合った生産設備がない  

これまでの取引あっせん情報によると、発注側からは大型設備（例：４００ｔ～８０

０ｔクラスのプレス機や樹脂成形機等）を持つ企業の紹介ニーズが高いが、それに見

合う地元企業が限られている。また、経営状況や景気動向等から新たな設備投資がし

にくい環境にある。加えて、自動車産業の商慣習（投資から回収まで一定の期間を要

する。）も導入を躊躇させる要因となっている。  

そのため、設備投資に係る新たな公的支援について検討する必要がある。  

エ 新技術・新工法を提案できる企業が少ない 

自動車メーカーはグローバルな競争環境のもとにあり、特に現在は、いわゆる六重苦

（円高、高い法人税、自由貿易協定への対応の遅れ、労働規制、温室効果ガスの原因

とされるCO2の25％削減、東日本大震災後の電力不足の６つ）の逆風の中で、国内での

ものづくりを継続している。そのため、絶えざる新技術・新工法の開発が求められて

おり、地元企業にとっても、取引拡大や新規参入のためには、新技術・新工法の提案

は必須であるが、提案できる企業は限られている。  

そのため、産業技術総合センターによる技術支援に加え、地元企業の開発系、生産技

術系の専門人材の育成を支援していくとともに、大学等と連携した次世代技術の研究

開発を促進していく必要がある。 
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○人材育成 

モノづくり人材の充実を目指し、学生向け、企業在職者向けの人材育成事業を行う。  

学生向けには、開発系人材育成事業を継続するとともに、企業在職者向けには開発力向上

を目指し、１次サプライヤー等への研修派遣を支援する。 また、現場力向上を目指し生産

現場改善事業を行う。 
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■宮城県の自動車組込み産業が求める人材 

（１）誘致企業と必要人材 

宮城県では、製造業を県の産業の中心として発展させるため、積極的な誘致を推進し

ている。東日本大震災の被災により、日本のサプライチェーンが分断され、図らずも東

北地域が重要な役割を担っていることが明らかになった。大震災からの復旧・復興を推

移するにはこれまでの実績をもとに更なる産業の集積のため、企業誘致が必要不可欠で

ある。 

誘致企業は、当初は経験者の人材要求が高いが、産業を発展させてゆく中で安定的な

人材供給が望まれるようになります。宮城県の産業を進呈させるためには、今を支える

人材と同時に将来を支える人材の育成が重要であると考えられています。 

 

（２）宮城県の自動車組込み産業基盤を支える人材育成 

東日本大震災により分断されたサプライチェーンから東北地域がはずされることなく,

今後の復興を果たしてゆくためには、他地域や海外との競争に打ち勝つ開発力や商品力

が必要であり、高い技術を有するエンジニアが求められています。 

一方で、高度な教育の基盤となる裾野の広い組込み基礎教育、情報の基礎教育の拡充

を推進し、人材の幅を広げることが望まれています。 

 

（３）サプライチェーンの多元化に対応する人材育成 

   自動車組込み産業は、一地域の産業ではなく世界的なサプライチェーンを形成してい

ます。このことは東日本大震災により、今後のサプライチェーンの多元化等に対応し、

世界市場に進出する中小企業の活動を強化していくことが東北地域の復興のためには重

要であり、自動車組込み産業をグローバルに展開できる人材育成が求められています。 

 

（４）東日本大震災からの復旧・復興を牽引する人材 

宮城県の自動車産業、自動車組込み産業の復興・復旧については、各企業の自助努力

や他地域の協力により急速な回復を見せている。しかしながら、今後の更なる発展と宮

城県の復興のけん引役として自動車組込み産業を進展させるためには、復旧・復興から

成長へとけん引するリーダーシップを発揮できる人材が必要であると思われます。 
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第３章 実証 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 30 



 31 

■実証講座 

○自動車組込み講座概要 

日     時：平成２４年３月 ７日（水）  ９：３０～１６：３０ 

平成２４年３月 ８日（木）  ９：３０～１６：３０ 

平成２４年３月１９日（月）  ９：３０～１６：３０ 

平成２４年３月２１日（火）  ９：３０～１６：３０ 

会     場：東北電子専門学校 

定     員：２０名（実績２０名） 

講      師：磯貝 孝夫、大越 亮二、鈴木 秀昭、服部 博行、片岡 歩 

内   容： 

日程 内容 

３／７ 組込開発の現状、モデルベース開発手法 

３／７ MBD ツールとしての MATLAB/Simulink 

３／７  シミュレーション 

３／８  実際の開発とモデリング 

３／８ 制御モデルのモデリング(演習) 

３／１９ 組込み及び車載システムの概略 

３／１９ TOPPERS Automotive Kernel 

３／１９  デバイスドライバ 

３／２１  CAN 通信 

３／２１  応用アプリケーションの開発 

３／２１  CAN 通信ラジコン制御(演習) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 32 

○【自動車組込み講座受講生アンケート】 

平成２４年３月２１日 回答数 ２０名 

 

１．この講座の学習上の目標は、理解できましたか。 

①理解した              １０名  ５０．０％ 

②大体理解した            ８名  ４０．０％ 

③あまり理解できなかった  ２名  １０．０％ 

④理解できなかった        ０名    ０．０％ 

 

 

 

 

２．今回の講座内容について。 

①難易度はとても難しかった    ２名  １０．０％ 

②難易度は難しかった          ５名  ２５．０％ 

③難易度は適切であった      １２名  ６０．０％ 

④難易度は易しかった         １名    ５．０％ 

 

 

 

 

３．講師の説明について 

①説明は簡潔でとても分かり易かった  ５名 ２５．０％ 

②説明は分かり易かった          １２名 ６０．０ ％ 

③説明は分かりづらかった            ２名 １０．０％ 

④説明はとても分かりづらかった      １名   ５．０％ 
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４．実習について 

①難易度はとても難しかった      ２名 １０．０％ 

②難易度は難しかった          １０名 ５０．０％ 

③難易度は適切であった          ８名 ４０．０％ 

④難易度は易しかった            ０名   ０．０％ 

 

 

 

５．講座について 

①大変良かった               １２名  ６０．０％ 

②良かった                     ６名  ３０．０％ 

③あまり良くなかった           ２名  １０．０％ 

④良くなかった                 ０名    ０．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4
0%

2
50%

3
40%

1
10%

 

4
0%

2
30%

3
10%

1
60%

 



 34 

○基礎講座概要 

①日     時：平成２４年３月５日（月）  ９：３０～１６：３０ 

会     場：宮城県黒川高等学校 

定     員：４０名（実績 ４０名） 

講      師：渡辺 登、春木 賢仁 

②日     時：平成２４年３月６日（火）  ９：３０～１６：３０ 

会     場：宮城県黒川高等学校 

定     員：４０名（実績 ４０名） 

講      師：渡辺 登、春木 賢仁 

③日     時：平成２４年３月２２日（木）  ９：３０～１６：３０ 

会     場：宮城県黒川高等学校 

定     員：４０名（実績 ４０名） 

講      師：渡辺 登、春木 賢仁 

内   容： 

 内容 

1 ・組込みプログラムの基本要素とその動作 

2 ・プログラム実行の原理 

3 ・開発環境の構築 

4 ・C 言語の基本知識 

5 ・組込みプログラム演習 

6 ・NXT のプログラム 

7 ・アプリケーションによるプログラム生成 

8 ・ライントレース 

9 ・モータ制御 

10 ・まとめ 質疑応答 
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○【基礎講座受講生アンケート】 

平成２４年３月５日、６日、２２日 回答数１２０名 

 

１．この講座の学習上の目標は、理解できましたか。 

①理解した              ６８名  ５６．７％ 

②大体理解した          ２８名  ２３．３％ 

③あまり理解できなかった１８名  １５．０％ 

④理解できなかった        ６名    ５．０％ 

 

 

 

 

２．今回の講座内容について。 

①難易度はとても難しかった   ３２名  ２６．７％ 

②難易度は難しかった         ３８名  ３１．７％ 

③難易度は適切であった       ３５名  ２９．２％ 

④難易度は易しかった        １５名  １２．５％ 

 

 

 

 

３．講師の説明について 

①説明は簡潔でとても分かり易かった ６２名 ５１．７％ 

②説明は分かり易かった           ３２名 ２６．７ ％ 

③説明は分かりづらかった           １８名 １５．０％ 

④説明はとても分かりづらかった       ８名  ６．７％ 
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４．実習について 

①難易度はとても難しかった    ２８名 ２３．３％ 

②難易度は難しかった          ２２名 １８．３％ 

③難易度は適切であった        ４８名 ４０．０％ 

④難易度は易しかった          ２２名 １８．３％ 

 

 

 

５．講座について 

①大変良かった              ７８名  ６５．０％ 

②良かった                  ２５名  ２０．８％ 

③あまり良くなかった        １７名  １４．２％ 

④良くなかった                 ０名    ０．０％ 
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○教員研修会概要 

日     時：平成２４年３月２７日（火）  １４：００～１９：００ 

平成２４年３月２８日（水）  １０：００～１９：００ 

平成２４年３月２９日（木）  １０：００～１９：００ 

会     場：東北電子専門学校 

定     員：１０名（実績５名） 

講      師：田中 勝幸、古田 健二、小谷 久和、柴原 健次 

内   容： 

 内容 

３／２７ ・指導のポイント 

３／２７ ・自動車組込み技術の進展 

３／２７ ・開発統合環境の構築 

３／２８ ・自動車組込みプログラム CAN 通信技術 

３／２８ ・統合環境を活用した開発の実践 

３／２８ ・モデルベース開発手法 

３／２９ ・モデルベース開発手法を活用した開発 

３／２９ ・モデルベース開発の実践 

３／２９ ・まとめ 
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○【教員研修会アンケート】 

平成２４年３月２９日 回答数 ５名 

 

１．この研修の学習上の目標は、理解できましたか。 

①理解した                ３名  ６０．０％ 

②大体理解した            ２名  ４０．０％ 

③あまり理解できなかった  ０名   ０．０％ 

④理解できなかった        ０名    ０．０％ 

 

 

 

 

２．今回の研修内容について。 

①難易度はとても難しかった    ２名  ４０．０％ 

②難易度は難しかった          ３名  ６０．０％ 

③難易度は適切であった        ０名   ０．０％ 

④難易度は易しかった         ０名    ０．０％ 

 

 

 

 

３．講師の説明について 

①説明は簡潔でとても分かり易かった  ２名 ４０．０％ 

②説明は分かり易かった            ３名 ６０．０ ％ 

③説明は分かりづらかった            ０名   ０．０％ 

④説明はとても分かりづらかった      ０名   ０．０％ 
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４．実習について 

①難易度はとても難しかった      ０名  ０．０％  

②難易度は難しかった            ２名 ４０．０％ 

③難易度は適切であった          ３名 ６０．０％ 

④難易度は易しかった            ０名  ０．０％ 

 

 

 

５．研修について 

①大変良かった                 ５名 １００．０％ 

②良かった                     ０名   ０．０％ 

③あまり良くなかった           ０名    ０．０％ 

④良くなかった                 ０名    ０．０％ 
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第４章 総括・まとめ 

 

■まとめ 

東日本大震災によるサプライチェーンの混乱や生産活動の停滞が、日本国内はもとより海外

にまで波及しました。生産、流通等経済活動から首都機能まで、リスク分散の重要性が広く認

識され、産業面では、産業構造の変革など、柔軟で復元力に富む構造へと再構築していくこと

が求められています。 

この中で、宮城県が担うべき役割と必要な人材育成については今後の産業の復旧・復興の過

程で様々に変化することが予測されます。しかしながら、東日本大震災で被災した多くの企業

が、早い段階で活動を再開し震災以前の状態に戻りつつある現状においては、その企業活動を

支える人材の供給が教育機関の使命であります。 

本事業の取組みを通して、自動車組込み産業が東北地域の復旧・復興を推進するための人材

を供給できる体制整備及び実証に取組みました。 

宮城県が日本のサプライチェーンから外れることが無いよう、震災からの復興を推進し、必

要な人材を育成することが重要だと思います。産業や人材の流出を食い止めるために宮城県の

発展を担う産業の活性化の推進が望まれます。 

本事業では、産学官が連携し、今後の東北地方自動車組込み産業における復興の即戦力とな

る人材育成のための講座を開設・実施しました。実施にあたり、産学官による推進協議会を組

織し、被災地の人材ニーズを把握するとともにこれまでの教育プログラムをカスタマイズして

活用し、学生や離職者の学び直し等に対応した教育カリキュラム開発を行いました。講座実施

運営においては、他地域にある企業、専門学校等の協力支援を得て、円滑な運営を図り、東北

産業界への人材育成の実証を行ないました。 

宮城県の自動車産業、組込み産業では、他の地域との競争に打ち勝つため、優れた技術を持

った技術者が求められています。本事業の成果により、優れた技術を持った自動車組込みエン

ジニアの育成に取組み、産業界へ人材を排出することが重要であると思います。 

 

●宮城県自動車組込み産業の復興・復旧に必要な人材 

  ○高度な技術を有する人材 

   次世代通信規格、電気自動車やハイブリッド車に対応した技術等の技術を持つ人材 

   プロジェクトマネジメント、プロダクトマネジメントのできる人材 

  ○グローバルな視野を持つ人材 

   東北地域が日本及び世界のサプライチェーンのひとつであり、世界を相手にした競争で勝

ち抜くための国際感覚を持った人材 

  ○リーダーとして活躍できる人材 

   復興、復旧を推し進めてゆくリーダーシップを発揮できる人材 
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  ○今後の自動車組込み産業の発展を支える人材 

   産業の進展、発展に伴い高まることが予測される人材需要に対応し、人材の供給体制を整

え、組込み技術や情報技術の底上げのため、初等中等教育の段階から教育を実施し裾野の

広い人材育成が望まれている。 

 

 

■次年以降の取組み 

○開発、実証した教育プログラムをもとに宮城県の被災者や社会人を対象に定期的に講座を開

催し、自動車組込み産業へ人材の供給を実施する。 

 

○自動車組込み企業の社員を対象に技術向上のための教育プログラムを、みやぎカーインテリ

ジェント人材育成センター等と連携し提供する。宮城県自動車組込み産業の高度化や新しい

技術への対応を支援する。 

 

○本事業で開発した教育教材は情報系の専門学校へ配布し、成果の活用を推進する。また、本

校の教育教材として、次年度以降取り入れ、活用することが決定している。 

 

○本事業の推進協議会は、今後も宮城県の復旧・復興を担う人材育成のため、事業を終了した

後も定期的に会合を行い、継続的に活動を行なうこととする。 

  

○本事業の成果は、インターネット上にホームページを作成して公開し、広く普及を図るとと

もに成果物の活用を推進する。 
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